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はじめに
本研究文献日録は，ドイツ国語教授学研究個体史を究明する一環として，第二次世界大戦
後の（旧西）ドイツ国語教授学研究において，70年代の終わりまで，指導的な役割を果たし
てきたRob勧止UIsh6kr（ロベルトウルスヘーファー；1910－）の研究の足跡をたどること
を試みるものである。
UIsh6krは，1946年から1975年まで，バーデン・ヴユルテムベルク州の大学町チュービン
ゲンの試補教員1養成講座ドイツ語科主任，19鵡年から1975年まで同音座長および教育学主
任として公職に就き，それを退いた後も，現在に至るまで中等国語教科書の編纂に携わって
いる。uSh6krの名前は，わが国において知られることはほとんどなかったが，ドイツの国
語教授学研究において与えてきた影響力の大きさは，1991年に刊行された彼の自伝的著作
『私のドイツ語教育．一つの教授学モデルの歴史と将来のパースペクテイヴ（MeinDeutsch－
unterricht・GeschichteundZukunftsperSpektiveneinesdidaktischenModells；PeterLangl991，
Frankfurt／M・，Bern，NewYork，PariS）』2の背表紙に付された，次のような「著者紹介」から端
的に窺うことができよう。
本書の著者は，あるときは“ドイツ語科教育の法王”と呼ばれ，またあるときには，
復古的一資本主義的ドイツ語科教育の“イデオロギーの代表者”として非難された，
19鵡年以後のドイツ語科教育およびギムナジウム教育学の歴史におけるキー・パー
ソンである。（前掲書，背表紙の「著者紹介」より引用。）
この彼の全体掌迄的な存在性を特徴づける評価を見ても，彼のおよそ邦年間に及ぶ研究の足
跡は，そして彼をめぐる賛否両論は，第二次世界大戦後のドイツ国語教授学研究の展開を究
明する上で，一つの眺望を与えてくれるように思われる。
1従来のギムナジウムの教員養成は，大学で基礎研究として教科内容学の研究をした後に，第一次
国家試験を受験し，それに合格した者が試補教員（見習い教師）として2年以上の芙践的養成を経
て，第二次国家試験を受験する．
2　同書は，JoachimS．Hohmannの編による「ドイツ語科教育の歴史」シリーズの第5巻として刊
行されたものである．
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本稿は，「Robe正ush6丘r研究文献目録」と題し，彼の編著者および論文を概観的に一覧
することを目的とする。
資料の整理にあたっては，前掲書第9章の「著作・刊行物一覧」を参照しながら，u㌢
h6ferの研究を，国語科教育（ドイツ語科教育）に関わるものと，ギムナジウム教育学に関
わるものの二つに大別し，それぞれに対して，編著書と寄稿論文の項目を設け，内容的にそ
の両者に関連するものは，国語科教育の中に算入した。また，各事項の下でまとめられた著
作・論文に対して，便宜上通し番号を付している。尚，既に現物確認済みの資料には，基本
的に◎印を付し，雑誌論文等のシリーズものへの寄稿論文には，その一覧表の末尾に現物確
認状況を添えた。
本編：RobertUIsh6fer研究文献目録
学位論文：「ドイツ・ロマン主義薪の戯曲の理絵ノ
（DieTheoriedesDramasinderdeutschenRomantik；In：NeuedeutscheForschung，Bd・29，
Berlin：JunkerundD也nnhaupt，1935）
1．国語科教育（ドイツ語科教育）に関するもの
1．1．国語科教育に関する編著書
く表1＞　UIshdkrの国語科教育に関する縞著書一覧
◎1．『国語科教育法』；全三巻（単著）
（MethodikdesDeutschunterrichts；Stuttgart：Kle吼Seit1952）
巻1：「初級段階」（Unter或uk）　　初版1964年　第9版1979年
巻2：「中級段階I」（MittelstufeI）初版1952年　改訂版1965年　第11版1980年
巻3：「中級段階Ⅱ」（Mit融釦ukⅢ）初版1957年　改訂版1974年
改訂第3版1981年
◎2．『アビトゥア認定試験のテーマ1958－1964』（編著）
CrhemenderReifeprがungsaufs蕗tzxl1958－1964；BeiheftzuJahrgang17／1965von”Der
Deutschunterricht”）
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◎3．『協同的授業の理論と実践』（編著）
汀heorieundPraxisdeskooperativenUnterrichts；Stuttgart：Klett，1971，2．Aun．1975）
同書は，チュービングンの試補教員研究講座の研究と実験の成果をまとめたもの
であり，「協同的授業」研究プロジェクトの総論・基礎理論を担う「第1部：協同
的授業の教授学の基本的特徴（GrundzugederDidaktikdeskooperativenUnterrichts）」
1巻と，次のような各教科の実践例を示す「第2部」8巻の計9巻から成る。
1．プロテスタントおよびカトリックの宗教理論
（EvangelischeundkatholischeReligionsLehre；Hrsg．vonGerhardMartin）
2．ド　イ　ツ　語
（Deutsch；Hrsg．vonAnnemarieKleinerundSiegfriedWeinmann）
3．外　国　語
（NeueSprachen；Hrsg．vonWernerArnOrdundPeterPasch）
4．古　典　語
（AlteSprachen；Hrsg．vonThomasMeyerundHermannSteinthal）
5．歴　史　と　地　学
（GeschichteundErdkunde；
Hrsg．vonHerbertRaischllndHeinz－DieterSchmied）
’6．数　学　と　物　理
（MathematikundPhysik；Hrsg．vonAugustSchmidundHelmutStreicher）
7．生　物　と　体　育
田iologieundLeibesiibungen；Hrsg．vonHansDasselundUdoSpohn）
8．音　楽
（Musik；Hrsg．vonFelixGroj3）
そして，プロジェクトの代表者であったUIsh6rerは第1部の編集にあたっている。
◎4．『国語科教育における政治教育一復古と革命の向こう側で．
協同的かつ社会政治的行動を修得するためのテーゼと授業モデル』（単著）
（PolitischeBildungimDeutschunterrichtjenseitsvonRestaurationundRevolution．Theorie
undUnterrichtsmodellezurEin也bungkooperativenundsozl0pOlitischenVerhaltens；
Freiburg：Herderbiicherei9029，1975）
◎5．『政治教育－あらゆる教科の任務．
社会政治教育に対する新しい超教科的総合構想』（編著）
（PolitischeBildung－einAuftragal1erF謹cher．EinneuesfachiibergreifendesGesamtkonzept
fdrdiegesellschaftspolitischeErziehung；Freiburg：HerderbiichereiNr．9023，1975）
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◎6．『開かれた授業の実践．新しい協同的教授学の構想．
一教科の授業に対する応用モデル』（編著）
（PraxisdesoffenenUnterrichts．DasKonzepteinerkooperativenDidaktik．Mit・Anwendungs・
modellenfiirdenFachunterricht；Freiburg：HerderbbchereiNr・9039，1976）
上二つの編著書は，政治教育センターとの協同研究の成果をまとめたものであり，
いずれもTheoGbtzと共編のものである。UIsh6ferは，前者に対して次の2篇の論文
を寄稿している。
・手あらゆる教科の課題としての政治教育。願題，学習日原，学習内容，方濱，誤った
方法J　げoJifねC如月i血乃g肌d£rzigん〟乃gα∫A叫なαわgαJerFdc er．Pro地肌ど．上er乃Ziee．
上er乃i乃hJfe．1校gg．ルrweggJ
・「ドイツ語科における社会運命，レールプラン虜成，授業実贋のノ鰹互遵鳳J
rかα∫l穐CゐJgJVg蕗肋れi∫V。乃Ge∫eJl∫C砂地eOrig，エビ九甲J間ggJJdJ紬乃g，U柁JerricIz坤和JiJi椚
FαCゐpe〟rJCの
また，後者に対しても次の2篇の論文を寄稿している。
／蘭かれた授業の実戌．脇何伸一コミュニケーション舟教授学に基づいてJ
rPrdズわ血∫q脾柁g花と加erricl融．A現川erGr〟乃dJ昭の血汀払岬飢油壷伽軌跡肋血朋
か通ぬ瑚
！蘭かれたドイツ語の授業．脇同舟教授学対新実証主義・似非解放郎教授単！
pgr僻朋かg〟餌Cl相加grγid如．肋opeγ（】血“御伽川叫岬面涼めd…皿年間通脚矧痴匹賂
rわC九gβ血か叫
◎7．『ドイツ語の授業の中のマルクス主義』（編著）
（MarxismusimDeutschunterricht；StuttgartBerlinK61nMainz：Kohlhammerl978）
同書には，次の2篇を寄稿している
・欄題設定への導スJ　¢玩卿短Ⅶ乃g乃diePro的研Jg肋乃gJ
・「労働世界からのテクスト。弟．9／10学年の教科諜者。マルクス主義舟に方向づけら
れたモデルと此揆する形で，厨かれたモデルを産示J
r7bJeβ〟JderArあe如We私gi乃上drgα乃gi柁肋∫Jgp／JO．gi乃q炉柁e∫〟0血JJgimVergleiCゐZ〟
〝繊miJri∫C九一Or料血畑猟肱頑強叫
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◎8．『私のドイツ語教育．一つの教授学モデルの歴史と
将来のパースペクテイヴ』（単著）
（MeinDeutschunterricht．GeschichteundZukunftsperspektiveneinesdidaktischenModells；
PeterLangl991，Frankfurt／M．，Bern，NewYork，PariS）
1．2．国語科教育に関する寄稿論文
1．2．1．雑誌『国語科教育．その実践と学術的基盤に対する寄与』
（伽r加納C短融飾流血．勘かdggz〟∫由貯rPm山間dw彿∫∽JC短痺Jc短乃Gr〟仇がαge柁リ舛り
同誌はUIshdkrによって1948年にⅢc枕社から創刊（48年度と49年度は合本）され，それ
ぞれの号は一つのテーマに関する特集号の形をとり，隔月で刊行されている。1950年まで
は，UIsh6－ferが単独で編集にあたっていたが，1951年以降は，FritzMartin，FriedrichMau－
rer，GerhardStorzが編集協力者に加わり（70年代には，MaurerとStorzに代わって，Klaus
BaumgirtnerとHeinz－DieterWeberがその任に就いた），年間計6号刊行されるシリーズの4
号分に対して，uShbreTが編集責任者を務めた。そして，1980年の第6号をもって，彼はそ
の任から離れた。彼が編集責任者を努めた号のテーマおよびその年度・号数は，次に示すと
おりであり，それらに対して窟集者による問題設定，基調提案，寄稿論文の解題が巻頭でな
されている。
＜表2＞　ushbkrが編集責任者を努めた雑誌『国語科教育』各号のテーマ一覧
第1巻（1948－49）
第1号：現状と可能性（LageundM6glichleiten）
第2／3号：轟に至る方法（WegezumGedicht）
第4号：言語学と文体形成（SprachkundeundStilbildung）
第5号：作文教育工（Aursat批血ehungI）
第6号：作文教育Ⅱ（Au伝at批血ehung旺）
第7号：古典主義期の詩との出会い岬egegunugmitklassischerDichtung）
第8号：新旧の努力（NeueundaIteBestrebungen）
第2巻（1950）
第1！2号：作文教育Ⅲ（Aufsa伽血chungⅢ）
第3号：詩に至る方法Ⅱ（WegezumGedichtⅡ）
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第3巻（1951）
第4！5号：ドイツ語の言語教育に関して（ZurdeutschenSpracherziehung）
第6号：文体考察（Stilbetrachtungen）
第4巻（1952）
第1号：授業におけるドラマI（DasDramaimUnterrichtI）
第3号：作文教育Ⅳ（Aufsatz．erziehungⅣ）
第4号：どのように私は読本を用いて学習をするか
（WiearbeiteichmitdemLesebuch？）
第6号：学校における散文（DieProsadichtunginderSclm1e）
第5巻（1953）
第1号：19世紀のドイツ小説Ⅱ（DeutsclleNovellendesl9．JahrhundertsⅡ）
第3号：学校における現代の抒情詩I（LyrikderGegenwartinderSchuleI）
第4号：学校における現代の抒情醇Ⅱ（LyrikdcrGegenwartindcrSchulcⅡ）
第6号：学校における中世の文芸（DiとmittelalterlicheDichtunginderSchule）
第6巻（1954）
第1号：古典語学校ではない学校で行われるドイツ語の授業におけるギリシャ
古典（DiegriechischeAntikeimDeutschunterrichtnichtaltsprachlicher
h6hererSchulen）
第3号：授業におけるドラマⅡ（DasDramaimUnterrichtⅡ）
第4号：ドイツ語の言語教育に関してIl（ZurdeutschenSpracherziehungⅡ）
第6号：学校における現代の抒情詩Ⅲ（LyrikderGegenwartinderSchuleⅢ）
第7巻（1955）
第1号：学校における現代の散文Ⅱ評rosaderGegenwartinderSchuleⅢ）
第3号：ドイツ語正書法の改革（DiedeutscheRechtschreibreform）
第4号：ドイツ語の授業における芸術教育（KunsterziehungimDeutschunterricht）
第5号：どのように私は読本を用いて学習をするかⅡ
（WiearbeiteichmitdemLesebuch？Ⅱ）
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第6号：ドイツ語の授業における芸術教育Ⅱ（KunsterziehungimDeutschunterrichtⅡ）
第8巻（1956）
第1号：学校における中世の文芸Ⅱ（DiemittelalterlicheDichtunginderSchuleⅡ）
第3号：19世紀のドイツ語小説Ⅲ（DeutscheNovellendesl9．Jahrhundertsm）
第4号：学校における物語爵（neBalladeindcrSchule）
第6号：授業におけるメルビェン（DasM蕊rchenimUnterricht）
第9巻（1957）
第1号：授業における短編工（DieKurzgeschichteimUnterrichtI）
第3号：学校における中世の文芸ⅢのiemittelalterlicheDichtunginderSchuleⅢ）
第4号：＿個人的読書の案内1－優れた青年図書
（Hinf血rungzurPrivatlektureI．DasguteJugendbuch）
第6号：作文教育V（AufsatzerziehungV）
第10巻（1958）
第1号：言語論I（SprachlehreI）
第3号：ドイツ語の授業における映画と放送劇I
（FilmundH6rspielimDeutschunterrichtI）
第5号：現代の文芸（DichtungderGegenwartI）
第6号：授業における短編Ⅱ（DieKurzgeschichteimUnterrichtⅡ）
第11巻（1959）
第1号：言語論Ⅱ（SprachlehrcⅡ）
第3号：授業における18世紀（Das18．JahrhundertimUnterricht）
第4号：授業における小説I（DerRomanimUnterrichtI）
舞6号：個人的読書の案内Ⅱ一優れた青年図書
（Hinf曲rungzurPrivatlektureⅡ．DasguteJugendbuch）
第12巻（1960）
第1号：ドイツ語の授業の基本的問題I（GrundfragendesDeutschunterrichtsI）
第3号：現代の文芸Ⅱ（DichtungderGegenwartⅢ）
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第4号：形成の試みI（GestaltungsversucheI）
第6号：ドイツ語の授業における映画と放送劇Ⅱ
（FilmundHbrspielimDeutschunterrichtⅡ）
第13巻（1961）
第1号：ドイツ語の授業における民衆文芸と民衆の風俗
（VolksdichtungundVolksbrauchimDeutschunterricht）
第3号：言語論Ⅲ（SprachlehreⅢ）
第4号：授業におけるドラマⅢ（DasDramaimUnterrichtⅢ）
第6号：個人的読書の案内Ⅲ一優れた青年図書
（Hin摘hrungzurPrivatlektureⅢ．DasguteJugendbuch）
第14巻（1962）
第1号：授業における小説Ⅱ（DcrRomanimU鵬rrichtⅡ）
第3号：学校における現代の抒情詩Ⅳ（LyrikderGegenwartinderSchuleⅣ）
第4号：作文教育Ⅵr批判と深化（AufsatzerziehungⅥ．KririkundVertiefung）
第5号：学校における愉快な文芸I（HeitereDichtung′inderSchuleI）
第6号：中世初期の文芸における人間
（DerMenschinderDichtungdeshohenMittelalters）
第15巻（1963）
第1号：言語論と言語理解（SprachlehreundSprachverst云ndnis）
第2号：ドイツ語の授業における民衆文芸と民衆の風俗Ⅱ
（VolksdichtungundVolksbrauchimDeutschunterrichtⅡ）
第3号：学校における現代の散文Ⅲ（ProsaderGcgenwartinderSchuleⅢ）
第4号：ドイツ語の授業における宗教文学と，文芸のキリスト教的評価I
（Religi6seDichtungundchristlicheWertungderDichtungimDeutsch－
unterrichtI）
第5号：作文教育Ⅶ（AufsatzerziehungⅦ）
第16巻（1964）
第1号：ドイツ語の授業の基本的問題Ⅲ（GrundfragendesDeutschunterrichtsⅡ）
第2号：授業における小説Ⅲ（DerRomanimUnterrichtⅢ）
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第3号：授業におけるドラマⅣ（DasDramaimUntemichtⅣ）
第5号：ドイツ語の授業における宗教文学と，文芸のキリスト教的評価Ⅱ
（Religi6seDichtungundchriStlicheWertungderDichtungimDeutsch－
unterrichtIl）
第17巻（1965）
第1号：作文教育Ⅷ（AufsatzerziehungⅦ）
第3号：ドイツ語の授業の基本的問題Ⅲ（GrundfragendesDeutschunterrichtsⅢ）
第4号：学校における現代の抒情詩Ⅴ（LyrikderGegenwartinderSchuleV）
第6号：ドイツ語の授業における技術時代の言語と文学I
（SpracheundLiteraturdestechnischenZeitaltersimDeutschuntcrrichtI）
第18巻（1966）
第1号：学校における劇場一放送劇－テレビドラマI
CTheater－H6rspiel－FernsehspielinderSchuleI）
弟2号：学校における現代文学I（GegenwartsliteraturinderSchuleI）
第3号：学校における愉快な文芸Ⅱ田eitereDichtunginderSchuleⅡ）
第4号：読本I（DasLesebuchI）
第5号：ドイツ語の授業における文法と文体論
（GrammatikundStilstikimDeutschunterricht）
第19巻（1967）
第1号：ドイツ語の授業の基本的問題Ⅳ（GrundftagendesDeutschunterrichtsⅣ）
第3号：作文教育Ⅸ（AursatzerziehungⅨ）
第4号：読書の提案M授業モデル（Lekttirevorschlage－Modellef髄rdenUnterricht）
第6号：生産的思考と美的創造的形成
（ProduktivesDenkenundschbpferischesGestalten）
第20巻（1968）
第1号：授業における小説Ⅳ（DerRomanimUnterrichtⅣ）
第3号：授業におけるドラマV（DasDramaimUnterrichtV）
第4号：ドイツ語の授業における基本概念I
（GrundbegriffeimDeutschunterrichtI）
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第5号：ドイツ語の授業における技術時代の言語と文学Ⅱ
（SpracheundLiteraturdestechnischenZeitaltersimDeutschunterrichtⅡ）
第6号：読本ⅢPasLesebuchⅡ）
第21巻（1969）
第1号：ドイツ語の授業におけるマスメディアと劇場
（MassenmedienundTheaterimDeutschunterricht）
第2号：20世紀の文学と上級段階の授業の改革
（Literaturdes20．JahrhundertsundReformdesOberstufenunterrichts）
第4号：言語社会学・言語教育・言語理論
（SprachsozioIogie，Sprachunterricht，Sprachtheorie）
第6号：ドイツ語の授業における社会的授業形式
（SozialeUnterrichtsformenimDeutschunterricht）
第22巻（1970）
第1号：新しい音譜形式－それを解明する新しい方法
（NeueSprachformen－NeueMethodenihrerErschlie仏ung）
第3号：ドイツ語の授業の基本的問題V（GrundfragendesDeutschunterrichtsV）
第5号：文字を用いた学習（SchriftlichesArbeiten）
第6号：言語社会学・言語教授学・言語教育
（Sprachsoziologoe，Sprachdidaktik，Sprachunterricht）
第23巻（1971）
第1号：現代文学と学校における文学教育の開港
（GegenwartsliteraturundProblemderliteradschenBildunginderSchule）
第2号：文芸社会学一社会学的文学考察
（LiteratllrSOZiologie－SoziologischeLiteraturbetrachtung）
第4号：ドイツ語の授業におけるコース・システムと社会的授業形式
（KurssystemundsozialeUnterrichtsformenimDeutschunterricht）
第5号：学校における劇場一放送劇－テレビドラマⅡ
Crheater－H6rspiel－FemsehspielinderSchule∬）
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第6号：ドイツ語の授業における基本概念Ⅱ
（GrundbegriffeimDeutschunterrichtⅡ）
第24巻（1972）
第1号：言語練習と音語分析一文法とテクストタイプの理論
（Sprachiibungen，Sprachanalyse．TheoriederGrammatikundderTextsorten）
第2号：ドイツ語の授業における政治教育I
（PolitischeBildungimDeutschunterichtI）
第3号：文法・意味論・社会言語学・テクスト言語学
（Grammatik，Semantik，Soziolinguistik，Textlinguistik）
第5号：ドイツ語の授業における政治教育Ⅱ
（PolitischeBildungimDeutschunterichtⅡ）
第6号：文芸社会学一社会学的文学考察Ⅱ
（Literatursoziologie－SoziologischeLiteraturbetrachtungⅢ）
第25巻（1973）
第1号：テクスト分析一解釈方法Crextanaluse．Interpretationsmethoden）
第2号：ドイツ語の授業における社会批判的文学
（GesellschaftskritischeLiteraturimDeutschllnterricht）
第4号：進路指針段階とゲザムトシューレにおけるドイツ語の授業I
（DerDeutschunterrichtaufderOrientierungsstufeundinderGesamtschuleI）
第5号：メディア教授学I（MediendidaktikI）
第6号：言語論と文法の授業I（SprachtheorieundGrammatikunterrichtI）
第26巻（1974）
第1号：文字を用いた学習Ⅱ（SchriftlichesArbeitenⅡ）
第2号：言語論と文法の授業Ⅱ（SprachtheorieundGrammatikunterrichtⅡ）
第4号：ゼクンダ段階‡における文学の授業
（LiteraturunterrichtaufderSekundarstufeⅡ）
第5号：青年図書の新しい傾向一個人的読書案内I
（NeueTendenzenimJugendbuch．Hinf也hrungZurPrivatlektureI）
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第27巻（1975）
第1号：青年図書の新しい傾向一個人的読書案内Ⅲ
（NeueTendenzenimJugendbuch．HinftihrungzurPrivatlektureII）
第2号：論理学・修辞学・論証の理論（Logik，Rhetorik，Argumentationslehre）
第4号：改革された上級段階におけるドイツ語の授業
（DerDeutschunterrichtaufderreformiertenOberstufe）
舞5号：青年図書の新しい傾向一個人的読書案内Ⅲ
（NeueTendenzenimJugendbuch，Hinf仕hrungzurPrivatlektureII）
第28巻（1976）
第1号：第5／6学年（進路指針段階）におけるドイツ語の授業I
（DerDeutschunterrichtim5．und6．Sch鴫ahr（Orientierungsstufe）I）
第3号：第5／6学年（進路指針段階）におけるドイツ語の授業Ⅱ
（DerDeutschunterrichtim5．und6．Schuljahr（0rientierungsstufe）Ⅱ）
第4号：論理学・修辞学・論証の理論II（Logik，Rhetorik，ArgumentationslehreIl）
第5号：読み物の提案I（LekturevorschlhgeI）
第6号：読み物の提案Ⅱ（Lekturevorschl鞄eⅡ）
第29巻（1977）
第1号：言語論と文法の授業Ⅲ（SprachtheorieundGrammatikunterrichtⅢ）
第3号：改革された上級段階におけるドイツ語の授業Ⅲ
（DerDeutschunterrichtaufderreformiertenOberstufeⅢ）
第5号：メディア教授学Ⅱ（MediendidaktikⅡ）
第30巻（1978）
第1号：論理学・修辞学・論証の理論m（Logik，Rhetorik，ArgumentationslehreⅢ）
第3号：ゼクンダ段階Iにおけるドイツ語の授業一論争中の教科
（DerDeutschunterrichtaufderSekundarstufeI．EinFachinderKontroverse）
第4号：第4学年のドイツ語の授業一次の学校へ移行するときに生じる問題
（DerDeutschunterrichtimviertenSchuuahr－ProblemedesUbergangsindie
WeiterfiihrendenSchulen）
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第5号：ゼクンダ段階Iにおける文法の授業とテクスト作業
（GrammatikunterrichtundTextarbeitaufderSekundarstufeI）
第31巻（1979）
第1号：ゼクンダ段階Iにおける口頭および文字による活動一統合的ドイツ
語教育の理論と実践に対する寄与
（MiindlichesundschriftlichesArbeitenaufSekundarstufeI．EinBeitragzur
TheorieundPraxisdesverbundenenDeutschunterrichts）
第4号：ゼクンダ段階工・Ⅲにおける文学の授業のモデル
（ModellezumLiteraturunterrichtaufSekundarstufeIundⅡ）
第32巻（1980）
第1号：言語を用いた試み一言語教育における試み
（VersuchemitSprache．VersucheimSprachunterricht）
第6号：ドイツ語の授業における集積と，ドイツ語の授業をめぐる集積
（KonzentrationimundumdenDeutschunterricht）
これらのテーマに対して，UIsh6ferが編集者として著した「編集者の問題設定」は現物確認済みであ
る。
次に，雑誌『国語科教育』へのUIsh6rer自身の寄稿論文を発表順に整理してみる。
凡例：1，1，1ニ第1巻（1948），第1号，1ページ
6，4，100＝第6巻（1954），第4号，100ページ
＜表3＞　雑誌『国語科教育』へのUIshbkrの寄稿論文一覧
1．子ドイツ語教師の共何作品についてJ
rと仏erei乃Ge椚ei耶Cあゆ∫WerたderI）e〟加九kゐrerJJ，JJ
2．子吉語学，作文教育に対する提案と教授実験および静の承り皮レリ
rA乃reg〟乃ge机細の適叩仰如机脚軸γαC尿間de，Aゆα加増e加乃g，〟乃dβeゐ仇dJ〟乃gder
picl川柁gJJ，J，6ノ
3．だ上戯段膠における　膵ン・カルロス』J r‘80柁C∽rJoJ’α可der（抽er∫rゆ；1，1，74ノ
4．「ヘルダーリン了　胤と『せき止められた放れ』J
r〃∂JderJi乃ご‘8g∫朋brge乃∫’間d‘伽rg¢∫∫eJJg∫細別1ノ，2／3，35ノ
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5．子‘共同席神，度合の頗源と本質一上戯段軌こ対する一つの授業対象J
亘仏er抄坪r〟柁g〟柁dWeJe柁de∫βegr妙Ge椚e乃∫肌’－d力Lh絶γ止血即押醐細母航海
0わer∫Jゆ／1，4，6勘
6．／高等学枚の投射のノ紺新に対して作文の授業はどのように貢献することができるかアJ
rWぉた伽柁derAゆα如拙旭rricか如けqge乃Z〟rⅣe〟みeJ柁乃〟乃gめerdigAぬ曲g柁derゐ∂んgre柁
∫C短前葉」，5，5ノ
7．「あなたはどのようにそのアビトゥア作文を評価しますかPJ
rWieあe〟rJgiJe乃∫igdig∫e乃如拗r聯仇g劇画短敢浩」，6，9刃
8．／二上戯段層におけるシュテイアターの『高林』J
r∫坤の‘仇，CゐWdd’αげ血rOわer∫ゆり，7，6ノ
9．手アビトゥア作文の評価に厨して．ドイツ語教辟共同の試みを実用化．丹iedricゐ侮gJ
．氏の鹿爵郎校正を用いてJ
伽rβe〟r絶iJ〟乃gVO花月g拗rゆJ乃gJdゆ∂柁川．A〟JWerJ間gei柁e∫gg椚ei那α椚e乃l存rJ〟Cあざ血r
加納Cゐe rer．〟か〟〟∫er血rreお〟rV0柁ダrigdric日もgJJJ，β，β4ノ
10．／‘生の書斎としての作文の疫巣．動2学卒の卿を用いて！
rAゆβ柁〟腑rricかαJ∫上eあg乃∫Jeゐre，椚iJβei平igJe乃伽∫derU柁Jgroγi椚dJ2，1／2，45J
ll．〃ダ世府の文芸における人厨俊の密凰　爵人による人膠好写に基づいた，上戯段膵で
の文体者象／PerⅥわ乃deJdg∫〟g那Ce花柄JdgJ乃血rβicか間g血日夕．血か〟乃der打．
ぶfi仏抑αC短〟乃ge乃αげdgrO如畑ゆdmがcI乃ddgr（Jicll紐ri∫C九g乃加k乃JC九g乃Zeicゐ削叩針」，6，4ノ
12．手口虜による内容報告から文字による内容穀告へ．夢4学卒のl乳／
rVom施用祓融地面鍋却γJC九r捌ic九g乃J乃如JJ甜乃gαあei乃gJd∫Je4；4，3，35ノ
13．「読本一方放上の薪劫．彫窟設定の手ほどきJ
r伽∫乙e∫eみ〟CあーmerゐOdi∫C九g柁賄〟1α乃d．giJ画ゐr〟乃gi乃dieFmge∫feJJ〟乃gJ4，4，JJ
14．／学腔における頚椎の艶文　予備却孝寮J
げr（，Jddicか〟乃gderGegg柁Wαrri乃der∫C加わ．gi乃eⅥフr如けdC如〟柁gJ4，6，5ノ
15．像たちは弟5学卒の教室で『景色のガレ一風♂を放送劇に変形す射
rWirJbr′柁e柁i乃助JJe5‘βie∫C加α柁gG（lJeere’Z〟ei抑g椚ガ∂r甲ieJ〟椚；5，ノ，〃ノ
16．子中戯段暦における戯曲．方正鈴に．対する予備老廣J
rかα∫prα椚αα材der〟如gJ∫J碑．Vorめergg〟柁gg乃Z〟e乃er〟g娩ode乃eゐre膏」，5ノ
17．だ文学の音戸僻．腰つかの摩験とテーマ設定に対する潜幸原理ノ
∂ieJ絃rαrおc efbcαrあeir．居てわあr〟乃ge乃〟乃d上β短∂柁gZ〟rmg椚e乃∫JgJl〟乃gJ6，4，ノ00ノ
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18．「頚椎の教文に見られる者実の超え方．トーマス・マンの『ベニスに死すれ　カフカの
変身れ　ポルセヤルトの者藤原菜』で表されているものを，ゲーテの『ヘルマンとド
ロテーア』と此敢ノ　rpie削r捕Cゐ短i加ゆJJ間g〟乃deH乃Oder柁e乃Pro∫ddic如肌g．
βα堵e∫JeJJJα乃〟伽の‘Todi乃Vg几gdig’，埴∫‘VerWα柁dJ間g’，加rcんerr∫‘片〟rZge∫C九ic山川’，
Verglid即川前G前面“‘〃e〃乃α乃乃〟乃dp0γ（71九gα’；7，1，JjJ
19．「教文における叙事朗状虎と象費舟出来昇　シュトルムの厨みずうみ』を中心にJ
r勒iJC九gざれ誠o乃〟柁dJy椚みoJiJCゐeJかeig柁i∫i乃derPro∫αdic加約g．βα堵e∫如拙α柁∫Jor〝ば
‘肋間肋∫ee’；β，3，37ノ
20．！初腰段膵における表或形成の指導J
rA乃Je血乃gZ〟椚Ge∫JαJfe乃8可derと加gmれ痺；9，6，7〃
21．1蘭画教育と放送劇活劇は，ギムナジウムのドイツ語教酌こおいてどのようを空膠を要
求することができるかH Wec九e乃鮎〟那加搾れe柁FimerZieん〟乃g肌dガ∂r呼ieαrあeim
加納Cゐ〟柁ferricかめrqy椚乃α∫ie乃あeα乃岬r〟C九g乃アJJ0，3，gノ
22．協を用いて学評する贋の，疫巣上の諸原軋
rL玩Jerric加Jic九gPr（フあJe椚eあeiderArみgiJ刑かdgrg〟r堵eJC振C如eJO，6，5ノ
享3．子ドイツ語の疫黄の中で川世紀を彼　顔　場合の疫巣上の諸厨選J
rU柁絃rric加Jic九gProあJe椚eみeidergrdrかei〟乃gde∫川．J誠r〟柁der打仇かg〟∫Cゐ〟乃erric触
JJ，3，5ノ
24．「ドイツ語の授業における共同作品．初戯段膠に対する卿を用いた作業計画ノ
rDα∫Gg椚ei乃∫C叫和werたimかe細C加柁Jerric加．gi柁Arわei叫，r‘，grαmm刑かβei甲ieJe刀刃rdie
L加erぶれ㊥J2，4，5ノ
25．子コミックスの顔滅．夢5～7学卒における文学館評価の基本鈴蘭題入門J
rβど船椚妙乃g血rCの椚icJ．£巧畑九γ〟乃g乃gg刑¢柁dg乃uge乃dgr加rαr∫C如乃Wer〟乃g椚
．振J7．∫clI痺αゐrJ13，6，封J
26．！初叔段膠のドイツ語の疫発における愉快を物語．ほら吹き童者，シルダの住居の眉行，
オイレンシュピーデル，震度物語に対する方法Lとの孝膚ノ　伽∫毎gGe∫C九ic如e乃im
De〟ねC加地汀ic加derU乃rer∫r碑．〟er九OdiJC九eぴあer毎〟乃ge柁Z〟dgn工鞄印机drcゐe托，∫CんiJd一
脇間川畑肋帆風血明和画一〟柁d軸的わ〟de乃ggJC如Cかe柁115，5，24ノ
27．子ドイツ語作文を評価する臍に，どの襟度の客頗健が達成されるのか7　鹿計郎資料の
報告J wecerG用dV間0毎eおγ高知紗∫icわあe血rβe〟rei〟乃gde〝餌CerA小的e
errdc九g乃7〟加伽㍗血血短肋Ⅷ短所聯町〃，5，104ノ
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28．「指導要領はドイツ語の授発をどこへ導くのか？　レールプランに反映されたドイツ語
の授業の歴史J rⅧ面椚加脚沌嵐眈屈涼帥血“短血血脈γricか7戊gGe∫C旋如e
‘わざ伽〟打C九脚おrricゐ砧地軸iegeJderエビ九叩J伽eJJ5，5，104ノ
29．　努9および紬学卒における解釈作文八戸男
君わ画か〟乃g花de乃♪汀e甲reαfo乃∫αゆd柁imタ．〟几d　仇∫Cゐ〟帥んrJ7，1，4才ノ
30．／‾虎主主義時代のドイツ語の疫発J
r∂er上）e〟砧℃短J柁Jgrric如i椚Ze血JJgrdgr仇期成相加J7，3，5ノ
31．「ドイツ語の授業における務肝時代の吉讃：と文学J
拶prαC e間がエierα〟rdeJ gC乃わC九g乃凝血絶r∫椚かど〟ね℃〟几ferricかJJ7，6，5ノ
32．だ読本を僻鼻するための教疫学舟藷原理J
rDi血おi∫C九eGr〟乃ゐ∂柁ez〟椚Aゆα〟deJ上e∫eあ〟C短J84，pJ
33．「二つのドイツ，フランス，スウェーデンにおける文学の授巣ノ
rDgrエifem細れ題柁Jerriclげi和みeidg乃7kiJg乃De〟JJd血肋血，〝Frd花かgicゐ〟乃d nぶC／wgde〝J
J9，1，3ノ
34．「中腰段膠における社会遵厨舟作文と上戯段膠における社会学l扮件文」
（伽r∫OZα砂ezoge乃eAゆ〃柁αげdeγ〟〝eJゆ脚dderJ0ム0bgJCゐeAゆα柁α可血r
OあemrゆJJp，3，22ノ
35．「全体蹄を言語教酌こ用いられるディクテーション．授業の‘プログラミング’に対す
る寄与J rDdJpi如打Cんre伽〝彿Dig乃JJeiWrgα乃Zゐei〟kお花帥rαCゐerzigん〟柁g．gi柁βgi一
打dgZ〟r‘Progr（－椚migr〟花g’de∫仇ferric如∫JJ9，3，7の
36．「ドイツ語の揮発における重度鍬思考と美政財．造舟形成J
げrO血おive∫De乃お花〟柁d∫C的癖ri∫Clle∫GeJJα短乃i椚βg〟砧Cll〟がgrric的19，6，5ノ
37．子ドイツ語の授業における甜学の基本併倉と美学の基本廠倉の修得J
rDieErαrbe血乃g岬mCJIJic九gγ間dお鍋efねcJlerGr的曲egr脾imDeM待C短融の壷れ
20，4，7ノ
38．子マスメディア対席の指導J
rA乃Jeir〟乃gdgr5．C舶Jerz〟椚Geムr（相C力血r〟αJJg乃椚edig乃J21，1，5ノ
39．子ギムナジウムの上戯段膵のドイツ語の授業は，どの唐度改革する必要があるのか7
専門家の厨のアンケートに対する解儲」，仲川壷減刑U叫短針如血r上）e〟砧Cゐ〝乃grricか
血γgy椚乃αJiα1g乃0あの1殖rlか門地ed〟ゆig7　ガrld〟Jer〟乃ge乃Z〟gi柁er坤αge〟乃紹rde乃
几C九Je〟妃町2ム2，10の
ー18一
40．「ギムナジウムの上戯段膠のドイツ語の授業は，どの密度改革する必要があるのか？J
r血wegcゐe椚Uゆ乃g如der加納cゐ〟融rricかdergymmα∫αe乃0お印ゆrわr〝血dぷ所ig7
かJd〟Jer〟乃ge〝Z〟血erU〝介αgg〟乃柁rdenFdC的〟J初；21，2風教
41．子鯵何による授葉計舶案を適した属主根菜スタイルの創造ノ
傲壷柳川gei柁eJde椚βかαJi∫CゐどれLhねrric触∫血血rc九b呼erαJjvgLh佃rricJl叫）Jα間〟乃gJ
21，6，5ノ
42．値全学郎文学考察－ドイツ語の授業における政治教育の活動粛嫁J
げozobgゐC如上地相〟r如けαCか〟乃g一g乃Arあe坤はderp0損ねC九g乃βi血乃g椚加納Cあー
〟乃Jerrid鴫23，2，5ノ
43．子ドイツ語の疫発における政治教育．政治郎に方向づけられた教疫学の三つのモデル」
げ0〃ぬC九gβiJ血柁gi椚De〟打Cゐ〃鵬rricか．βⅣi〟0血JJeei乃gり701iriJCんorie乃fier肋の九血肋勘
24，2，5ノ
44．「政治教育に用いられるインタビュー．訂館鑑　β既　願題濱J
rかα∫血おryJg汐i椚∂ig尉お血r卯がぬCカど乃βiJ血乃g．〟∂glic九bJJの，ZigJg，Pr（）ムJg椚ど／
24，5，1の
45．／‾社会撥御舟文学－ドイツ語の授業における社会撒却郎文学に対する扮甜一撒卿の教育
の諸原題J Ge∫e〃錐的細かめceと如r肋r一点ナ成即dgrge∫elkcゐ小成rぬC九g乃上iem餌r
間か紬餌Cゐ〟乃errC如－Pr（フわJe椚針彿嘘r£γZie加乃gZ〟r掛i鵬；25，2，∫ノ
46．子テーマによって導かれるドイツ語の疫菜れ　あるいはテストによって導かれるドイツ
語の授業か．授業の組織化に対する学習β庶分賓の意味ノ　rme刑かOderJg昭誠e〟erJer
De〟加ゐ〟mreerricllr．戊だβede〟紬乃g上かrエer乃ZieJ紘ro乃0椚mie花押r（ガgU乃grricかぶOrgα乃iJα－
fio花；25，4，ノ35j
47．子二つのドイツにおける済み物の虜厨についての此俊郎展望－A調乃emαriege乃erとの共
同屏鑑ノ　侮rgeic e乃de払椚ic短めerde乃エビお前㌣α乃0乃乃あeide乃me乃加納Cか
α乃d∫－Ggme乃∫α椚椚れAme椚αriege乃erJp，ノ，3勘
48．1‾書く行為の理鈴とコミュニケーションの赦形あるいは文体形式の類型J
rDie乃IeOriedgrぷC17reJ如如〟〝ddie7ウpobgigdgrgo椚m〟乃i短rio那椚〟∫Jer。der∫ri析）r〝le乃；
26，1，6ノ
49．「改革後の上彪段膠における文学の授発の廊戯化．段辟舟計画モデルを作成する贋の問
題性J rOrgd乃i∫drio乃de∫上iJemJ〟r〟乃rerricか∫α可derrゆr′”ierrg〃0わer∫′擁．DiePro的一
mα鵬dgrgrJ柁JJ〟乃gVO乃〟odeJJe柁ルr∫r¢叩J伽e；26，4，7ノ
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50．「ウイットー粛理に対する概願．窟理学・爵狂者麓入門．弟9学卒の教育課程ノ
rWi加－1々m嘩βegegg柁エog比丘わ画ゐr間g柁エog絶間dArg〝mg乃α山花Jg rg．g乃上g r一
gα柁gimタ．ぶCゐ叫αんr；27，2，26ノ
51．「ドイツ語の授巣に向けられた川のアンチデー・均骨．Ⅵ励んerの寄宿最丈に対する反薗）J
rlOGege柁JゐeJe乃Z〟刑か紬加あ間ferricか一g乃fgeg乃〟柁gα可血最短的射刷は＝侮肋町
2β，3，105ノ
52．！‾生徒作文の劇の評価も訂彪ではないか自制．純血〝の寄宿着丈に対する友釣J
竹花ic短α〟C九g乃ed乃dereβe〟reh乃gde∫∫C加erαゆα柁eJm∂gJic九　一五九嬢eg柁〟柁g（可dg乃
βeimgVO丹花．Pe短erJ2β，4，10刃
53．！磯館舟を文法の疫菜．崇急の粛査・研究プログラムに対する覚え書きJ
rF〝〝おio乃dgrGrα椚椚α戒〟乃絶rric如．月例㍗er間ge乃Z〃β几e椚VOrdr乃gJic e乃U乃er∫〟Cl〟〃g∫一
間dArわgi叫）rOgrα椚椚；29，1，5ノ
54．「連邦共和図における改革顔の上戯段膵の諜歴システムにおける授業に対する二つの異
なる樺凰　一つの弊害か白月oc加の寄藤森文に対する度勧／
rZWeivemCゐieお花gg0乃Z甲fevo柁【加e汀icか1椚血相柑∫ね椚derrゆmigrJe乃0みgr∫Jゆi〝血r
月間dg∫γ甲〟捕え．離山喝触加幼29，4，95ノ
55．00周年を超えた『国語科教育』．各号あるいは僻々の寄盾着丈．を読者の新得によク
密度に対応させるための腰つかの提案J
r‘伽rI）e〟加ゐ肌Jerric如，捌鋤紳射壷胸高海面鵬制海再血塊甑．1わr∫Cん勧eZ〟gi乃er
e柁geγe柁A乃クα∫∫〟乃gdgr御eOdere乃Ze玩erβeirdgedndieエg∫eγerWα短柁gJO，1，の
56．／‾努7学卒におけるウイットを用いた試み．粛啓学および論証啓鈴の基本頗倉の手ほ
どき　伽仇50の継絞り
rVeγ∫〟C磁椚計的也的彿7．5C短軸九r．£わ画r〟乃g乃Gr間めegr好der⊥og絶間dArg〟椚g〝－
′αfio乃∫Jeゐre，pU27（1975ノ，ガと少3ノ30，1，34ノ
57．子ドイツ語科には楷対立する立場はあるが；虜度に意見の分かれる指導要顔はないH
r肋ガ的VgrJgPOJirio柁ど花，αみgrお山eαJた〟JJαrたdive堵ierg几dg花月ic如Ji乃ie乃i椚βαCん伽〟打Cゐ！；
30，ノ，〃弟
58．「連邦共却国におけるゼクンダ段膠1の収赦舟ドイツ語科レールプラン．ドイツ謝
レールプランの理放尿題と訂館鐙＿／（盈捌明両脚通用触加地叫西加瀬γdie∫e点描・
血rJJゆJi柁血r仇開放昭卿血耽．meorig血rDg〟加地ゐ甲肋β．A痢αわe間d〟∂gJidト
如i旭町jqj，51ノ
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59．「教師力慎重を革新を行うようにレールプランが励ますことは，どのように題成され
るか？文滋の授業の卿J r附eJ紗Jicゐ〝γeid短肌，血び玩短pJかばdieb短erz〟あe∫0乃一
乃g乃印加乃OVのio柁g柁er椚〟融e川7　月e軸ieJJGrの肋α〟短∽rerわCれ30，3，70ノ
60．r諸教対の脇何から何が生じているか7　疎かにされている教授学の虜鮒を実瀕する
ための腰つかの据案J rWの料の∫あ搾短α仰財叩ield〝F励磁rgのVOrde几ア侮r∫Cカー
Jdge捌rl存rwirたJkゐ〟几gei乃びVer乃αC別項βigre〝誠血如bc短柁Pわ昭如∴り「人相り
61．子テクスト文乾，話し方教育，膠き方教削
ぐ勧れ期α鵬，軸rec短rzieゐ〟乃g，〃∂rg柁k短叫訂32，1，21ノ
62．億着の皆さんとのお劇れ雑詰『屠藷科教育』100年の3分のjJ
A短clziedvo邦de柁短em．gi柁鋸〝eJ九九r短振krr‘β〝8g〟砧C九∽J〝dc如Jj2，6，4ノ
63．「ドイツ語科における授業皮計の対照蹄をモデルJ
rgO那け“血g〟0ゐJJgz財び扉e汀ic加坪ね仙丹gi椚グロCあかe〟砧Cん；32，6，2・り
64．千逮巌と転換J舛牟以顔の小成に見られる入野と社会　文学館入園描写の転換．努
12学卒発展コースに対するモデル．搬術者としての八屠れ　道化の顔つきれ
大叢誉れ　『クリスタ・T女史についての省察』を鰍ごJ
r励乃血〟細川mlWb柁deJ．〟どれJCJ州別プGe∫eJJ∫C坤inRo〝旭乃e花〝αCんノ舛5．βerWαれ滋はer
柄erdT血C短邪〟e〝JC g柁Zeicl乃〟几g．〟0血Jβre〃例上ek加lgJ短r∫α可血rgα柁g∫∫ゆ1．
城田Jg〃1以陀月β毎彿JvO乃“ガβ〝∽∫αあgr”，“A乃∫ic如どれd乃β∫Cb晰耶”，“∂igA〟k”，“Abdト
de柁短柁め〝Cんrね柏7．”J32，6，12弔
65．「ドイツ語の授業の理静と美疎の避劇ごついて．肋坪r〟．劫朋gr虎の最文　辞動こ
書くことと発達適者付風許科教育』34，4，5－20JJ卵2Jに対する好意蹄をコメントJ
rと仏〝血石椚加かei伽（おr7加orね〟〝dPJ・α方かdeJβ官〟かC〟撒蛤rrcゐ∫．ダre〟花dJc如A朋Wr一
転乃gg〝Z〟晦rガ．軸肌er∫Aゆα蛇“Poe血宛雨初期振田胱接触壷肋明輝明朝”
pU34，瑚4，ノ卯2，∫．∫一2（坊33，2，ノ07ノ
6軋　価J短短〃gi灯ic力W耽短脚Oder了作曲家血甲九月〝gJ毎汀の「周変わった音楽人生．
文芸の樺避原澤としての対立厨係J
rWiJ短1椚〃ei而CゐWαC短評0（わrJ肋∫〝把r如〟r（ガge椚田ibJbclle上どんど柁ゐ∫7b舶乃JJerJ
JOJ甲んβe曙Ji柁g〝．Pobri肋8五月α岬ri乃Zか（おrI）ic加間gJJp，1，5の
F国語科教育』寄稿論文は現物確認済みである。
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1．1．2．2．「ドイツ・ゲルマニスト連盟会報」
（〟如eiJ肌ge別かJpe〟打Cゐe柁Ger〝犯南部川肋狛玩肋血の
UIsh6ferは，1954年に設立されたドイツ・ゲルマニスト連盟（DeutscherGermanistenver－
band）の副議長を1958年度まで務め，その「会報」に「学会あいさつ」を含め次のものを寄
稿している。
＜表4＞　「ドイツ・ゲルマニスト連盟会報」寄稿論文一覧
＊1954年度（初年度）
No．1：！‾逆井共布図のドイツ語教師の皆さんへ！【ドイツ・ゲルマニスト連盟会則】の
協同起草J Andkかe〟砧C肋あr〝d〝β〟振k∬甲〟鋸〃　∫α柁間g血∫Ggmb肝
Vgrあα乃de∫．〟加可彿er）
No．2：「ドイツ語の揮発の斉藤成に対する提案J
VorJC九はgez〟rⅣe〟ggJね短乃gde∫De〟怨C短J扉erric如JJ
No．3：子ダルマニスト会議ニュールンベルク大会で行われるドイツ語教師による発表の中
心、′．、’J rレ毎日んJ血・JJ。‘・′・11仰‘恒‘Jげ鉦〟仙・砧血げ川車！‘・／・しげJJMI血l・J血
g〟柁gi乃〃か壷rgJ
No．4：「ドイツ・ダルマニスト連盟会議ニェールンベルク大会．19封年　月28日の厨議
長のあいさつ．こエールンベルク大会ドイツ語群部会主任の窟評J
rれIg〟乃g（わJ伽〟餌C九g乃Germ陀iJJg乃Ve蕗α振kJi乃Ⅳぷr乃わerg．A叩rαCあのねJZWeiJe乃
lbm的〝∫α椚2β．∫甲re用心grl954．月e岬rgC九〟乃gd〝ダdC鋸eiJeりむr上）印加Cんαげ（おr
〃〟m如㍗er7bg〟乃gJ
＊1955年度
No．2：！潮および地区避戯への厨状＿白月〟乃ゐc re肋間れ山上α〝血∫－〟通βgzir如er細れdgJ
【連邦ドイツ語教師連盟会則】の起草
僅ntwurfeinerSatzungfiirdieVereinigungderDeutschlehrerderBundesrepublik）
No．3：子フランクフルト大会伽弱卒相月　～　別の準備J
rVoγわ〝g血刀g（わrFr坤r絶rmg〟乃g1．－6．0かdkγ1936ノ
＊1956年度
No．1：／二正喜荘改革に対する避腰の腰度表卵．’回状の成軋／〃海鼠曲瑚園肋edぉ
Verb卸deszurガec bc re丑reわれⅥ且宮e刀isehSe足り月dsc reibe月の
No．2：！‾連盟秋季大会什リアノの案内J
r£i乃Jα血乃gZ〟〟erわざ〝αg〟乃gde∫lセrわα搾deぷ一打料rノ
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No・4：伴イツ・ダルマニスト連盟フランクフルト大会．都議長原会のあいさつJ
rmg〟れgde∫かど〟ねC九g乃Ger′棚花∫re柁Ver間de∫邦かα乃ゆr．gr項秒間g∫α乃甲rαC e
deJZWd厄難lわr∫地gmJ
＊1957年度
No・1：捕手正とおわ終日五和eβeric如如柁gJ
＊1958年度
No．1：09期年度ドイツ・デルマニスト連盟ノ、ンブルク大会案内J
げi柁Jd血乃gZ〟rTbg間gde∫伽〟加九g乃Ggr〝仇bg乃Verα柁de∫花月b椚あ〃rgl958J
No．3：白959年度春／／′夏薪ドイツ語教科主任会虜への戯言U
r仇乃Weねeα可dierαg〟乃gder凡に血kireりrDg〟加んimダrぷ毎dゐγ／∫om耽rl959J
No．4：巨、ンブルク大会　厨議長あいさつJ
r〃8椚血相ermg〟乃g．A乃岬γαCんgdeJZWei加1わrJiなどr∫ノ
同　二会報」は．未だ現物を確認できていない。
1．1．2．3．他の編者による論文集への寄稿論文
＜表5＞　他の編者による論文集への寄稿論文一覧
1・／国語科口述試験に対する避泉ノー（侮rJCゐ晦ピルrdie椚肋dlicんeRe物r柳川g玩
Deutsch，In：Schola・MoDatSSChriftfiirErziehungundBildung．Offenburg／Mainz：
LehmittelTVerlag，1948，Heftl，3．Jahrgang，S．47ff．）
2．！母語と教養生放ノー（MutterwacheundBildungsleben，In‥P蕊dagogischeProvinz．
Frankrurt：Diesterweg，1951，S．397rr．）
3・IfriedrichGottliebKl呼StOCk　春の奈OJ－（FYuing殖ier，In：DiedeutschenLyrik．
FormundGeschichte．InteroretationvomMittelalterbiszurFrdhromantik．Dtisseldorf：
Baghel，1956）
4・儲本と交わるための教疫学舟基本形式ノー（βi血如iJCんeGr〟邦的r′乃e柁βrde乃伽一
gangmitdemLesebuch，In：DienendesWort－EineFestschriftfiirErnstBenderzum70．
Geburtstag．BetreutvonWalterFranke．Karlsruhe：Braun，1959）
5．枚芸を解朋する脛に，学夜はどのようを可能性を揮っているのかり－
（WelcheM∂glichkeitenhatdieSchulebeiderErschliqPungvonDichtung？，In：Deutsche
Auslandsgesellschaft：MethodikundDidaktikimDeutschunterricht・BerichteinerTagung
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filrLehrerallSdemNordenundDeutschland．31．Julibis7．August1964inLtibeck．
Situationsberichte．Thesenreferate．DiskllSSion．L也beck：SekretaritatderDeutschenAus－
landsgesellschaft，1964）
6．・／上戯段暦のドイツ語の授業における集中の形式J－（For〝1g乃血r忍のZe乃かrdfiO乃i椚
DeutschunterrichtderOberst碑，Ih：GermanistikinForschungundLehre・Vortrageund
DiskussionendesGermanistentagsinEssenvom21．Bis25・Oktober1964・Hgg・VOn
RudolfHenBundHugoMoser・Berlin：ErichSchmidtVerlag，1965）
◎7．伴イツ語の授業における政鈴教育の教疫学の基本辟群数ノー（Gγ〟乃ゐ鞄ederI）漉－
ktikderpolitischenBildungimDeutschunterricht，In‥SpracheundPolitik・Schriftenreihe
derBundeszentralefdrpolitischeBildung・Heft91・Ilg・：Bundeszentralefiirpolitische
Bildung・－VortrageundMaterialleneinerArbeitstagungderBundeszentraleftirpolitische
Bildungvom8．－13．M誌rz1971．Bonn：BundeszentralefiirpolitischeBildung，1971）
8．子‘賛否両論”！ヘッセン州学習指導要蘭への赦靴」973牛用月〃～〃βにバード・
ポールで厨かれた新教アカデミーで行った，‘物議を摩しているドイツ語の授葉の学
評辞尊要爵”というテーマの諸渡ノ「（“Pro〟”dCo乃rrd”二桁城dgr〟e∫∫eねC九g柁度肝
椚e乃ricかJi乃i肋．Vor加射叫履如γrαg〟乃gderev脚geJ∫CゐgmAbde椚eβαdβoJ vo椚ノ2・
－14．0如0みgrノダ7Jz〟mme椚α“虎αゐ椚e乃ricかJi乃ie乃ルrde乃Dg〟加〝月絃rricお花der
Diskussion”，In：MaterialdienstzurTagungvon12・－14・Oktoberl973BadBoll，1973）
9．優秀をドイツ語の成廣」それに両掛はどのように寄与することができるかJ
（Annc－marieKleincrと共同）－（£i乃eG〟re伽〟打Cゐ乃Ore－Wα∫助er乃血Z〃鍼的ge乃
kannen，In：MitderSchulelebenzwischen10und16．EinHandbuch：RatinErziehungs・
fragen．Stuttga珪：Ⅲe杜1975）
10．rドイツ語の授業の教疫学J－（DidaktikdesDeutschunterγichts，In：Handlexikonzur
Literaturwissenschaft．Hgg．VonDieterKrywalski・M也nchen：Ehrenwirth，2・Aufl・1976）
11．「ドイツ語の疫発の中のマルクス主義．コールノ、ンマ一社から何行された論文集
のβ原段定＃彦‘加血∫JO乃かど鵬Cん”存977卒35号月こ載せられたC鵠rねαβかggr
虎の露文『シュトクツトガルトの小ゼミナール〟ドイツ語の授業の中のマルクス主
義”に対するコメン相と－諾鈴する代わりにノー（朋bmね椚〟∫椚加納Cゐ〟柁grric紋
Zi‘・／・、‘・′ニ…ぷ√JぐJf…人．－・！－／／…刑′′－げ－l‘・′イ“．ヾ・∫′′…g‘′几‘・′・・、dH・i′－川‘1川∫‘…′′…イh川‘ル・LJ仕、有イJ‘・
e玩肥γA〟∫ei柁αmおγJe伽乃g〝li′C加地β涼堵e和“A柁椚erた〟乃ge柁Z〝椚∫紬J卸rJer肋間0αか一
seminar‘MaTTismusimFeutschunterricht日，inDD35，1977，In：DiskussionDeutsch，
Heft37，Oktober1977．Frankfurt／M．：Ihesterweg，1977）
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12．子ゼクンダ段辟丁における，ノu野挙動こ方向づけられた音譜孝寮と多磯彪舟を文彦
の授巣ノー（A融か叩0わgiJC九or加如e軸rαC抽紛∝加〟mg間d卯わかれ初のmerGrd・
TTはWtikunterrichta可derSekundars叫炸Z，In：TheororDiegritz（Hg．）：DiskussionGra－
mmatikunterricht・ReflektionuberSpracheundKommunikationimDeutschunterricht．
M也nchen：Fink1980）
13．rゼクンダ段辟丁における澱虚飾を文法の疫巣教科の鹿一任を傑犀し　その有効
性を高めるための学習プログラムノー（ダ間柄omが〝Gr冊β血∽面Cか明錨地肝
血rJゆ∫・石打かみe坤ro訂αmZ灯∫C九gr〟柁gd訂五戒ei血∫FαC九g川和dz〟rgr旭加乃g
SeinerWir短amkeit，In：HandbuchDeutschunterricht．Bandl．Hrsg．vonPeterBraumund
netcrKrdlmann．Schwann，1983）
14．「ゼクンダ段辟トガにおける弟代の抒停爵．なぜ；そしてどのように？三つの
教育顔産の教材付きノー（妙たゐrGeg肋Wα〝αが∫g短乃血r∫Jゆ∫〃通肌l侮即日相通
Wie？Anhang：MaterialienjurdreiLehrgange，In：ZkitgenGssischeLyrikinderSchule．
Hgg・VOnLothar，Jordan，AxelMarquardt，WinfhedWocslerl．Miinster：Aschendorf1984）
15．「〝実戌志向舟で科学館をドイツ屠教貞養成”とは何を意味するのかアノー
（Wのk抑“prのおor加iのewね∫emC坤Jic九gβ紬打ぐれk rerα〟∫鋸血れg”，In：Rerom
amEnde？ZurpraxisoriehtiertenwissenschaftlichenLehrerausbildungamBeispielder
Deutschlehrerausbildung・Hgg・VOnHansDieterErlinger／PeterFaigel／WolfgangLippke／
WolfgangPopp・Frankfurt／M・・Bern・NewYork‥PeterLmg，1984）
◎16．「今日の彦同舟厨語群授業。ドイツ語科における理静と実虜の厨係についてノー
（‰甲〝誠V〝加〟r∫C短扉〝dcかゐど〟Je．日加r血Verんdk壷vo搾甑研壷日用dPγ彿i椚
FachDeutsch，ln：JahrbuchderDeutschdidaktik．Hgg．vonHarroMiiller，Michaels．
T也bingen：Na汀，1985）
◎17．子ドイツ語教疫学における敵対者像とステレオタイプー‘細AXBDgmC〃〃錮
号の辟集〝ドイツ俊”の基厨露文に対してノー（Feim地iJ血・〟乃d5greoOpg乃乃血r
かど〟r∫C旭仙女∴肋間月山血肝融通“伽融∫Cl‡J飢（伽娩r”i柁Prαスおpe〟打Cカ89，
In：PRAXISDEUTSCH，91，15・Jahrgang，September1988・Seelze：ErhardFriedrich
Verlag，1988）
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1．1．3．中等国語教科書
UIsh6rer編の中等国語教科書は，1971年にドイツ最大手の教科書出版社の一つであるシュ
レーデル教科書出版（SchroedelSchulbuchverlag）から，まずギムナジウム上級段階（第11～
13学年）に対して『学習読本国語　ゼクンダ領域Ⅱ（ArbeitsbuchDeutsch．Sekundarbe－reich
II）』の名称で，巻1言語編読本「言語と社会（SpracheundGese11schaft）」，巻2文学編読本
「文学と社会（LiteraturundGesellschaft）」という二巻本の形で刊行された（LudwigDietz，
JoachimGoth，AnnemarieKleiner，KarlHeinzWagner，SiegfriedWeinmannらが共同編集者）。
その後，1979年の小さな改訂を経，1994年の全面改訂で『テクストを用いた学習SⅡ（Ar－
beitmitTextenSⅡ）』という名称の一巻本になった。
そもそも，『テクストを用いた学習』の名称は，上級段階向けの『学習読本国語』をシ
リーズ化した初級・中級段階（第5～10学年）向け教科書に与えられたものである（Win－
friedBauer，HansJiirgenBusch，IngridUIsh6fer，UlrichWildenhof，GerhartWolff，HeinrichWiib－
boltが共同編集者）。その初級・中級段階向け教科書『テクストを用いた学習』は，1977年
から79年にかけて，二学年合本計3巻の体裁で初版が刊行され，1987年から89年にかけて
改訂がおこなわれ，1994年の改訂の際に，各学年分冊計6巻に改められ，先の上級段階改
訂版と一貫したシリーズを形成するに至った。
また，初期の構想では，上級段階向け教科書の二つの読本それぞれに対応させる形で，初
級・中級段階向け教科書も言語偏と文学編の二種類の教科書を準備する予定であったが，言
語編教科書として編集された『言語・話すこと・書くこと』（Sprache．Sorechen．Sch」・eiben；
BerndArens，PeterKem，GerhardMenzel，FriedelSchardt，KarinStorckundGerhartWo肝が協同
編集者；1979）は，それが言語活動単元を基調としていたため，旧西ドイツの全ての州に
採用を拒否され，実際にギムナジウムで用いられることはなかった。したがって，文学編教
科書の性格を持つ『テクストを用いた学習』だけが刊行された。
＜表6＞　ush6丘r編の中等国吉吾教科書一覧
◎『学習読本国語　ゼクンダ領域Ⅱ』（ArbeitsbuchDeutsch．SekundarbereichII）
巻1：「言語と社会」（SpracheundGesellschaft）および「授業モデル」（教師用指導書）
巻2：「文学と社会」（LiteraturundGesellschan‥）および「授業モデル」（教師用指導書）
1971年の初版，1979年改訂版までは，上の二巻本の形を取り，1994年の改訂で『テク
ストを用いた学習　SⅡ』という名称の一巻本になる。
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◎『テクストを用いた学習』（ArbeitmitTexten）
1977－79年の初版，1987－1989年改訂版までは，5／6，7！8，9／10学年のように二学年合本
の形を取り，1994年の改訂で各学年分冊6巻および上級段階の1巻，全7巻のシリーズ
になる。
◎『言語・話すこと・書くこと』（Sprache．Sprechen．Schreiben）一初版1979年
ushぬ編の中等国語教科書は、それぞれの改訂版および教師用指導書の全てを現物確認済み。
1．1．4．その他国語科教育に関係するもの
UIsh6krは，1954年から1957年までバーデン・ヴユルテムベルク州ドイツ語科レールプ
ラン編集委員会委員長の任につき，同州の【ドイツ語科学習指導要領】の編集にあたった。
また，1970年代以後のドイツ中等国語科カリキュラムを方向づけた【ヘッセン州学習指
導要領ドイツ語科】をめぐる，専門家による公開討論「ヘッセン・フォーラム（Hes駅n
Forum，1974）」に参加した。
この二つの活動を示すのが，次の＜表7＞の資料である。
＜表7＞　その他国語科教育に関係するもの
1．lバーデンーヴユルテムベルク州ドイツ語科学習指導要領】
草案1955年，発効1957年
（”RichtliniennirdenUnterrichtimFachDeutsch”，h：LehrplnefiirdieGymnaSiumin
BadenWtirttemberg，1957．Hgg．vomKuItusministriumsdesLmdesBaden－W也rttemberg）
◎2．『ヘッセン州学習指導要領－ヘッセンフォーラム議事録』
（RahmemichtlinienDeutsch．ProtokollderVeranstaltunginderReiheHESSENFORUM，
hgg・VOnEugenKogen．MitBeitr鞄envonHelmutBecker，SybilleEngel，Ludwigvon
Friedeburg，KarlKorn，Eberhardummert，WernerNicklis，ChristianSchwarz－Schilling，
RobertUIsh6fer，PeterWapnewski，KonradW也nsche，Frankfurt：AspekteVerlag，1974）
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1．2　ギムナジウム教育学に関するもの
1．2．1．ギムナジウム教育学に関する編著書
＜表8＞　ギムナジウム教育学に関する編著書一覧
1．　ギムナジウム教月の教育学養成．高等学校の教育・陶冶理論の予備的考察』
（単著）
（Diep哀dagogischeAusbildungderLehreranGymnasien・Vorbetrachtungenzueiner
Erziehungs－undBildungslehrederH6herenSchule・；Frankfurt／M・：Diesterwegl959）
◎2．『1945年以後のギムナジウムの歴史一資料と解説』（共編薯）
（DieGeschichtedesGymnasiumsseit1945・DokumenteundKommentare；MitBeitrhge
WilhelmGeorgAssmann，WilhelmFlitner，FranzHilker，HeinrichHoIzapfel，ErichLang－
mann．Heidelberg：QuelleundMayer，1968）
◎3．『ギムナジウムと社会科学一学校民主化の方法』（畢編著）
（GymnasiumundSozialwissenschaften．WegezurDemokratisierungderSchule；
Hrsg．inVerbindungmitKarlheinzRebeLHeidelberg：QuelleundMeyer，1967）
1．2．2．ギムナジウム教育学に関する寄稿論文
1．2．2．1．雑誌『ギムナジウムの授業．ギムナジウム教育学対する論文集』
のerq′椚乃ddJ〟乃Je汀ic奴βgi的独eZ〟rq，椚棚血帥血gOgiん；幻麟195夕‾195乃
同誌はギムナジウムにおける諸教科に共通するテーマを扱うもので，UIsh6krによって
1959年に創刊され，1967年までの9年間にわたって4シリーズ計21号が刊行された。同誌
も『国語科教育』誌と同様，それぞれの号が一つの特集を組むものであり，刊行は不定期的
になされた。シリーズⅡまではUIsh6brが単独で編集を行い，シリーズⅢから，H．V．He血g
と連携し，E．Essen，A．Flitner，F．Hebel，ELuther，F．Messerschmidt，K．Miiller，H．
Peeck，K．Ptillen，J．Reitinger，A．Zahnの協力で編集が勧められた。
＜表9＞はそれぞれの号に設定されたテーマを一覧するものである。
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＜表9＞　『ギムナジウムの授業』各号に設定されたテーマ一覧
・シリーズI
第1号：高等学校における授業，教育，選抜．著者：R。be止UIshbkr
（Unterdcht，ErziehungundAusleseinderH6herenSchule，VerfasserRobert
UIsh6kr）
第2号：ゼクスタ（ギムナジウム第1学年）入学試験I（DieSexta－Aufnahmepr血ngI）
第3号：初級段階の教授学I（DidaktikderUnterstufeI）
第4号：教科それぞれの任務と理想像の問題性I
（DerBildungsauftragderUnterrichtsf云cherunddieProblematikderLeitbilderI）
第5号：上級段階の改革：専門研究I（Oberstufenreform‥DieFacharbeitI）
・シリーズⅡ
第1号：上級段階の改革：専門研究Ⅱと専門論文
（Oberstufenreform：DieFacharbeitⅡundFachaufsatz）
第2号：初級段階の教授学Ⅱ（DidaktikderUnterstufeⅡ）
第3号：上級段階の改革：教科の協同I
（Oberstufenreform：DasZusammenspielderF謹cherI）
第4号：上級段階の改革：新しい学習の仕方（Oberstufenreform：NeueArbitsweisenI）
第5号：中版段階の教授学I（DidaktikderMittelstufeI）
・シリーズⅢ
第1号：ギムナジウムへの入学（ゼクスタ入学試験Ⅱ）
（DerUberganginsGymnasium－SextaaufnahmeⅡ）
第2号：中赦段階の教授学Ⅲ（DidaktikderMittelstufeⅡ）
第3号：範例的教授・学習の不確かさと必要性
（FragwurdigkeitundNotwendigkeitdesexemplarischenLehrensundLernenS）
第4号：初級一中級段階の教授学I（DidaktikderUnteトundMittelstufeI）
第5号：初級p中級段階の教授学II（DidaktikderUnter－undMittelstufeII）
第6号：教授学の課是についての教育科学上の議論
（DieerziehungswissenschaftlicheDiskussion也berdieAufgabederDidaktik）
シリーズⅣ
第1号：社会科学と学校（SozialwissenschaftenundSchule）
第2号：新しいギムナジウムの形式（NeueGymnasialformen）
第3号：授業外での学習の仕方（AuJierunterrichtlicheArbeitsweisen）
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第4号：範例的教授一集中一座標系の仲介
（ExemplarischeLehre－Konzentration－VermittlungeinesKoordinatenssystems）
第5号：科学的授業の教授学に対する寄稿論文
（BeitrigezurDidaktikdeswissenschaftlichenUnterrichts）
この雑誌に関しては，未だ現物を確認していないので，発行年を記すことができなかった。
次に，雑誌『国語科教育』へのUIshb丘r自身の寄稿論文を発表順に整理してみる。
凡例：I，1，7＝シリーズI，第1号，7ページ。
＜表10＞　『ギムナジウムの授業』寄稿論文
1．授業と選抜の槻互作用（βのWecゐ錐毎通有矧前仇鹿rric如肌d血油∫e；I，1，7）
2．着等学皮の教授学の差し迫った課題
（侮rdr乃gJicゐeA腑αわe乃e乃erか血か丑der〟∂九erg乃ぶC〟ピ；I，1，26）
3・教育御慶の内命・外郎趣戯化の出発点としての戯言，指導，選抜（βgrd加g，上e柁た〟乃g
J川‘1・l仙J…・l山A′状小川か‘！げ‘所iく・′・川J川‘＝／けHの・JJ仕押血融前日！ハム・／川／け‘・、、川．V、
I，1，58）
4．発話『ギムナジウムの授業』の膚成
（∂erA碑の日加γ∫C力r扮e柁γ誠ど“の椚Ⅶ∫α〟柁erric短”；I，1，75）
5．初級段膠の教疫学の諜屠。ゼクスタの授業の卿を用いて
（A腑αお花g乃er上）血お戌der的細叫枠椚iβe岬iee柁伽∫dg椚∫eJ加乃〝rC如；I，3，5）
6．ドイツ語の専門研究（Diede〟加ゐerdC力αrあeir；I，5，59）
7・専門研究と専門着丈（ダαCゐαrあeif間dFdCゐα小的；Ⅲ，1，5）
8．初戯段膠における諸教科の脇何
（加∫Z〟∫α肌用e叩ieJ血rFdcゐgr叫血r伽の叫炸；Ⅱ，2，5）
9．上戯段膠における諸教科の鮨同
（βα∫Z〟∫α椚椚β叩ie旭rU乃reγγicか画Cゐerd材血rOわer∫Jゆ；Ⅱ，3，19）
10・中腰段膠の教疫学の基本郎符勝（Gr〟乃舶gee腱rβ血お純der〟加ぬ重用，5，7）
11・三つの教疫学原射了彪卿辟教授一兵申一座虔系の仲介（βrgididdおねcePr乃Z妙e柁ご
αgI甲1αri∫C如上eゐrピー髭0乃Ze乃打αγio〝－1勧前面明単前肛肋仰山血邪叩棚叫Ⅳ，4，5）
12．弟5～ノ0学卒のギムナジウム教育の厨有性
（Die的e乃αrJgy椚乃d∫αerぷん短乃gim5．如∫1仇∫Cゐ叫αんr；Ⅳ，5，9）
同誌への寄稿論文は，未だ現物を確認できていない。
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1．2．2．2．他の編者による論文集への寄稿論文
＜表11＞　他の編による者の論文集への寄稿論文
1・佃MJ加痺Odiおegm融i．195β辛めローマでの唐渡ノーⅣn山m叫匹diin紀gM止
In‥Llaggiornammentodelpersonaledocente．Quadernomonograhco33settembreottobre
1968EnteNazionaleACLIperl－ImioneFbfessionaleRoma，1968）
2．一般教育をおこなう公教育の学校制度の再編および統一化を進める大綱的プランを
めぐる議論に対する提案：石紛合性大学あるレりま単科大学に通じる四つの道風！
（ZurDiskussionder‘RahmenplanszurUmgestaltungundVereinheitlichungdesallge・
meinbildenden6ffentlichenSchulwesens，・VorschlagvonRobertUIshdfer：VierWegezu
thuversitatoderHochschule；In：EmpfehlungenundGutachtendesDeutschenAusschu－
S駐SftirdasErziehungs－undBildungswesen・Gesamtausgabe．Stuttgart：Klett，1966，S．134）
3．／1総合性ギムナジウムJ
（DasGesamtgymnasium・；In：ModellschuleninBaden－W薗rttemberg．Konzeptionenund
BeispielekonkreterPlanung・SchriftenreihedcsKultusministeriumsBaden－W址rttemberg
ZurBildungsforschung，Bildungsplanung，Bildungspolitil．ReiheANr．15．Villingen：
NeckarVedag，Dczcmbcrl968）
※「RobertUIsh6fer研究文献目録」覚え書き
本稿の結びとして，ここでは「Robれushbkr研究文献目録」から窺える彼の研究の歩み
を，「覚え書き」の形でまとめてみたい。
ドイツの崩壊後ush6ferが国語科（ドイツ語科）教育を再構築し，発展させたその足跡を
を追う上で，まず注目すべきは雑誌『国語科教育』誌上での活動であろう。彼は同誌に対し
て，編集者として計131号のテーマ設定にあたり，また自らも砧篇の論文を寄稿している。
その内容は，国語科教育の部分領域の教材解釈・指導法の問題，国語科教育の方向性を指し
示す全体的問題，国語科教育の基盤となる国語科内容学の問題といったように，国語科教育
の多岐にわたる問題を時事的に，実践連関的に取り上げるものとなっている。
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とりわけ，同誌の創刊から10年間は，作文教育を中心とした，比較的国語科教育の部分的間
蓮に取り組むことが多かったが，1952年から『国語科教育法』の≡巻本が刊行され始めて
からは，同誌においても国語科教育の全体的問題を取り上げる傾向が強まった。その理由と
しては，『国語科教育法』という体系的な著作を通して，独自の国語科教育の構想をある程
度全体的に捉えるに至ったと推察される。同書は，主に試補教員養成の手引き書として刊行
されたが，広範囲かつ長期にわたって支持され，一再版状況が示すとおり一戦後ドイツの国
語科教育の標準本となっていった。これら二つの仕事によって，すなわち部分と全体とを有
機的に切り結ぶ研究を通して，UIsh6krは雑誌『国語科教育』の編集者のみでなく，一つの
国語科教育プログラムの編集者の役割を果たすようになるのである。
それでは，彼が構想する国語科教育プログラムとはどのようなものであったか？それは，
彼が60年代の後半から－明確に，意識的に－着手したく協同的国語科授業＞論に通じるもの
である。この研究プロジェクトは，彼が主任をしていたチュービンゲンの試補教員養成講座
を中心に展開したものであり，70年代以降の彼の国語科教育論（国語教授学）の中核を形成
するものである。
また，UIshbkrの国語教授学研究の歩みをたどる上で見逃せないのが，彼によるギムナジ
ウム教育学に関する研究である。この研究を通して，彼は学校教育全体の中での国語科の役
割を見据え，諸教科の協同を構想していく。この一般教授学および教科教授学的知見が，彼
の国語科教育の構想を授業論のレベルにまで高めることに寄与しているのである。
これらのことから，冒頭で示したUIsh6krの全体掌接的な存在性は，一方で国語科内部の
部分と全体の間の，他方で国語科と超教科的なギムナジウム教育学との間の往復運動の中で
際だってくるように思われる。そして，その往復運動を促進したものは，時代が国語科に要
求する差し迫った問題や，彼の存在性ゆえに，彼に対して突きつけられた批判，彼をめぐる
論争であったであろう。詳細な検討は，別の機会にゆずりたい。
ー付記－
資料の収集に関しては，2回の訪問に際し，UIsh6kr教授にその大部分を快く提供してい
ただき，さらには計20時間におよぶ個人講義をたまわった。記して謝意を表したい。
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